
米本・神野・保品地区

ちょうふく　じ

曹洞宗寺院で山号は米本
山です。米本城主村上綱清
の菩提寺と伝えられます。
「禁芸術売買之輩」と彫ら
れた天保９年（1838）の戒
壇石、綱清の墓石と伝わる
五輪塔、周辺出土の板碑の
３件が市指定文化財です。
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長福寺
よな もと じょう あと

天文・弘治年間（1532～
1557）村上国綱・綱清父子
が城主で、永禄元年（1558）
綱清が自害し、廃城になった
と伝えられます。土塁、堀跡、
土橋やシロヌシ様・咳の神様
と呼ばれる祠があります。

米本城跡

くに つな つな きよ

ど　ばし

ほこら

自然の家は、おおびた遺跡の
範囲内に建っています。建設
に先立ち発掘調査し、縄文土
器や石器、古墳時代の竪穴住
居などが発見されました。敷
地内には今も古墳などが残っ
ています。入口付近には明治
15年（1882）の庚申塔、大正
４年（1915）の十九夜塔があ
り共に道標を兼ねています。

少年自然の家と文化財 しも　うさ　しき　いた　び

神野の玉蔵院にあります。
材質は雲母片岩で、表面が
かなり剥落しています。
種子はアーンク（胎蔵界大日
如来）と見られ、百名以上の
戒名が彫られています。
中世の典型的なもので市指
定文化財です。

下総式板碑

寛文13年（1673）造立の石
造地蔵菩薩坐像です。善福
寺の地蔵と喧嘩し、負けて
座らされたと伝えられていま
す。お茶を供えて願をかける
と風邪や咳が治るといいま
す。市指定文化財です。
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すわり地蔵
よな  もと いな  り  じん  じゃ

江戸時代中期頃の創建で、
現在の社殿は、明治27年

（1894）の再建といわれてい
ます。一間社 流 造で、材質は
ケヤキです。庇柱の昇り龍・
下り龍のほか信仰、農作業
などを題材にした彫刻が見
事で、市指定文化財です。

米本稲荷神社

いっ けんやしろながれづくり

ひさし

水と緑にあふれた田園風景 米本・神野・保品地区と
　　　郷土博物館

郷土博物館の展示

阿蘇公民館
〒276-0015　八千代市米本1359
Tel 047-488-1185　　Fax 047-488-2454
開館時間 午前９時～午後５時
休  館  日 毎月第３日曜日、祝日、12月27日～１月４日

少年自然の家
〒276-0013　八千代市保品1060-2
Tel 047-488-6538　　Fax 047-488-8402
開所時間 月～金曜日 ： 午前９時～午後４時
 第２・４日曜日 ： 午前９時～午後３時30分
 （プラネタリウム一般公開日）　
休  所  日 土・日曜日（第２・４日曜日は除く）、祝日、12月27日～１月5日
プラネタリウム一般公開見学料（未就学児無料）
 市内個人150円　市内団体120円
 市外個人300円　市外団体240円

地区内の社会教育施設など

八千代市立郷土博物館
〒276-0028 千葉県八千代市村上1170-2
Tel 047-484-9011　Fax 047-482-9041
開館時間：午前９時～午後４時30分
休館日：月曜日（但し祝日の場合は開館、翌平日休館）、12月26日～１月４日

平成29年度  文化庁 地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業下総式板碑米本城跡 少年自然の家ネイチャーフィールドの古墳

すわり地蔵米本長福寺 米本稲荷神社

常設展示は、「新川流域の自然と人 と々のかかわりの変遷」をメ
インテーマに、考古・歴史・民俗・自然・産業を含めた総合的な
資料を、現代から過去に遡る『倒叙法』で紹介しています。
米本・神野・保品地区については、「米本団地まつり」、「天保七
年米本村絵図」、「米本城跡」、「阿蘇中学校東側遺跡の写真」

（以上米本）、「神野のオビシャ」、「下総式板碑の複製品」、「武
蔵式板碑の写真」、「室町幕府御教書」、「神野芝山二号墳の箱
式石棺」、「神野芝山四号墳の石枕」、「神野貝塚出土遺物」（以
上神野）、「印旛沼出土の丸木舟複製品」、「玉屋花火店」、「八
千代びな」、「上谷遺跡出土遺物」、「栗谷遺跡出土遺物や遺跡
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行程5.7㎞　移動時間１時間30分

京成線・東葉高速線勝田台駅～五丁目西バス
停～ボンテン塚～円福寺～駒形神社～馬頭
観音塔～庚申塔群～勝田台市民の森～八勝園
市民の森～勝田台中央公園～勝田台コミュニ
ティ道路～勝田台駅

田・勝田台コース勝

行程4㎞　移動時間１時間

東葉高速線村上駅～黒沢池近隣公園～台町墓
地～出羽三山碑など～下市場八坂神社～台町
稲荷神社～富士見橋～下町愛宕神社～下町白
籏神社～下町皇産霊神社～大和橋～大和田第
３公園～京成大和田駅

市場・村上南コース下

行程4.6㎞　移動時間１時間20分

京成大和田駅～小板橋時平神社～文化十年
石祠～薬師寺～萱田町時平神社～市民会館付
近の庚申塔群～飯綱権現道道標～明治天皇
行在処の碑～長妙寺～無縁仏供養塔～円光
院～大和田時平神社～京成大和田駅

和田・萱田町コース大

P

行程3.7㎞　移動時間１時間

勝田台駅北口から東洋バス（もえぎ野車庫行
き）で終点～保品公会堂～天満天神社～須賀墓
地～渡船場跡の水神祠～少年自然の家入口石
造物～馬頭観音～庚申塔・子安塔～庚塚の石造
物群～香取神社～バス停「もえぎ野車庫」

品コース保

行程7.4㎞　移動時間２時間

京成線勝田台駅南口から東洋バス（米本団地行き）
でバス停「米本神社前」～米本神社～米本城跡
～長福寺～乳清水・ホタルの里～浅間神社～字
山谷石造物群～すわり地蔵～字松輪石造物群
～米本稲荷神社～追分大師札所祠～水神社～
薬師堂～日宮神社～バス停「米本団地入口」

本コース米

行程4.4㎞　移動時間１時間10分

勝田台駅北口から東洋バス（もえぎ野車庫行き）
で終点～麻賀多神社・馬頭観音堂～第１墓地～
熊野神社～玉蔵院～水神宮～子の神神社～石
神宮～芝山道～熊野神社分社～平戸橋脇石造
物群～佐倉往還道～神野坂上石造物群～ゲー
トボール場脇石造物群～バス停「もえぎ野車庫」

野コース神

《米本城跡見取り図》

城橋へ

土塁

土塁及び急斜面

堀

長福寺へ

国道
16号へ
出入口

Ｉ 郭

ＩＩ 郭

ＩＩＩ 郭 ＩV 郭
咳の神様
シロヌシ様

一の堀

二の堀

三の堀

ここから先は
危険です

説明板

「阿宗橋」「阿宗橋」

「神野入口」「神野入口」

「もえぎ野車庫」「もえぎ野車庫」

「米本団地入口」「米本団地入口」

「米本神社前」「米本神社前」

調整池

少年自然の家

下総式板碑 玉位山 玉蔵院 真言宗

米本稲荷神社

すわり地蔵

米本城跡

市指定文化財あり長福寺

コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

コンビニ

上谷遺跡
旧石器～

奈良平安時代

大江間遺跡

かみ や

栗谷遺跡
縄文～

奈良平安時代

くり や

逆水遺跡
縄文・弥生時代

中世

さかさみず

雷遺跡
弥生時代～

近世

らい

境堀遺跡
縄文～

奈良平安時代

向境遺跡
縄文～奈良
平安時代

阿蘇中学校
東側遺跡
旧石器～弥生・

中近世

蛸池台遺跡
弥生・古墳時代

たこいけ だい

神野坂上
石造物群の庚申塔
正徳２年(1712)

第1墓地 花見堂地蔵
宝永５年(1708)

庚申塔
元文２年(1737)

平戸橋脇石造物群
の地蔵菩薩
寛政９年(1797)

玉蔵院の上にある
薬師堂脇の地蔵菩薩
延宝２年(1674)

須賀墓地の十九夜塔
大正14年(1925)

渡船場跡
（吉田の渡し）の

水神祠

庚塚の石造物群の馬頭観音
安永6年(1777)

天満天神社

神野坂上
石造物群

平戸橋脇
石造物群

水神宮

水神宮

熊野神社分社

 
 

逆水橋

八千代橋

芝山道

子の神神社

東京成徳大学

米本団地

石神宮

佐倉往還道

水神社
薬師堂

乳清水
ほたるの里

米本神社

字山谷 石造物群

字松輪 石造物群

庇柱の
下り龍

浅間神社
御嶽神社

国
　
道
　
16　

号
　
線

神野芝山古墳群

市立米本小学校

市立阿蘇中学校東消防署

市立阿蘇小学校

阿蘇公民館

米本支所

福祉作業所

米本南保育園

市立
米本南小学校

はばたき
職業センター

郵便局

郵便局

道祖神と
石造物群

道標
昭和３年(1928)

病 院

交番

道の駅やちよ
八千代ふるさと
ステーション

旧道

碑

麻賀多神社

香取神社

庚塚の石造物群

上谷遺跡の
墨書土器

（市指定文化財）

馬頭観音

天満天神社

須賀墓地

庚申塔

神野貝塚
縄文時代 ヤマトシジミ主体

ゲートボール場脇石造物群

熊野神社 　　　　 

イザナギ・イザナミを祀る

保品公会堂　　　 

阿蘇小学校保品分校跡地

香取神社　 

経津主命を祀る

大江間遺跡

縄文時代の
丸木舟出土

神尾橋

道祖神

道祖神

道祖神

神野群集塚
中近世

十九夜塔兼道標
大正4年(1915)

もえぎ野

ふつぬしのみこと

馬頭観音塔群

県道八千代印旛栄
自転車道

石祠

古墳

ベンチ

石仏 馬頭観音

保品リュウガイ城跡

庚申塔群

庚申塔

少年自然の家入口石造物群
庚申塔兼道標

明治15年(1882)など

星埜山 東栄寺 真言宗

千葉寺十善講54番札所

追分の大師札所祠

明治43年(1910)と
昭和３年(1928)の道標

阿宗橋

新阿宗橋

松保橋

日宮神社  　 

大日霊命を祀る
おおひるめのかみ

ひのみや

 

天上山
林照院
真言宗

善福寺
浄土宗

江戸時代の
高札場跡

林照院の子安塔

城橋

米本神社

市指定文化財「天保七年米本村
絵図」の説明板が立つ

浅間神社の

食行身禄像
明治25年(1892)

馬頭観音
平成３年(1991)

長福寺の

戒壇石

蛸池台遺跡の
弥生土器

長福寺の
伝・村上綱清の

墓石

かいだんせき

ちっこしみず

じきぎょうみ ろく

道祖神

竜休山
西福寺
真言宗

庚申塔 明治15年(1882)と

子安塔 昭和12年(1937)
ともに兼道標

千葉

柏

石塔群


